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熊
本
市
龍
田
西
校
区

自
治
協
だ
よ
り

龍
田
西
校
区
自
治
協
議
会

会
長

緒
方
恵
治

今
年
は
猛
暑
が
続
き
長
い
夏
だ

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
は

お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終

息
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
時
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
私
達
一

人
一
人
が
基
本
的
な
感
染
対
策
を

守
り
、
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私

ど
も
校
区
自
治
協
議
会
と
し
て
は
、

月
１
回
短
時
間
で
役
員
同
士
が
顔

を
合
わ
せ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
地
域
の
力
で
で
き

る
こ
と
は
継
続
し
て
い
こ
う
と
、

意
識
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
環
境
・
防
犯
、
子
供
達
を
危
険

か
ら
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く

の
意
見
が
出
ま
す
。

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
９
月
４
日

（
日
）
に
龍
田
西
小
学
校
に
地
域

の
役
員
中
心
に
集
結
し
ま
し
た
。

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
、
大

き
な
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
「
各
家
庭
で
の

備
え
」
と
「
地
域
と
の
つ
な
が

り
」
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
九

州
北
部
豪
雨
に
よ
る
白
川
の
は
ん

立
田
山
と
緑
化
フ
ェ
ア

第

回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

38

が
３
月

日
か
ら
５
月

日
ま
で

19

22

開
催
さ
れ
、
市
街
地
に
隣
接
し
な

が
ら
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
年
間

を
通
じ
多
く
の
住
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
身
近
な
里
山
で
あ
る
立
田

山
は
「
ま
ち
山
エ
リ
ア
」
と
し
て
メ
イ

ン
会
場
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
多
く
の
住
民
が
住
む
西
校

区
１
町
内
自
治
会
「
ビ
オ
ト
ー
プ

（
多
様
な
自
然
環
境
の
共
生
）
団

地
」
は
立
田
山
に
隣
接
し
、
フ
ェ
ア

開
催
に
当
た
り
、
緑
化
フ
ェ
ア
準
備

室
職
員
や
熊
本
市
整
備
運
営
班
の

職
員
と
環
境
整
備
や
交
通
規
制
等

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
と
し
て
、
こ
の
機
会

を
捉
え
緑
化
推
進
を
図
る
目
的
で
、

全
世
代
参
加
型
の
組
織
「
ビ
オ
ト
ー

プ
花
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
立
田
の

杜
第
２
公
園
の
緑
化
推
進
と
公
園

整
備
の
提
案
を
行
い
、
フ
ェ
ア
推
進

室
と
熊
本
市
公
園
課
の
共
同
事
業

と
し
て
、
花
壇
・
水
飲
み
場
・
ベ
ン
チ

・
照
明
灯
の
整
備
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
整
備
事
業
に
併
せ
、

緑
化
フ
ェ
ア
事
務
所
か
ら
提
供
さ

れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ビ
オ
ラ
等
多

く
の
花
・
苗
を
、
子
供
た
ち
や
住
民

と
一
緒
に
植
え
付
け
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
手
探
り
状
態
の
植
え
付

け
作
業
に
も
関
わ
ら
ず
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
や
ビ
オ
ラ
は
、
フ
ェ
ア
期
間
中

期
待
以
上
に
咲
き
乱
れ
、
地
域
住

民
や
フ
ェ
ア
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
ビ
オ
ト
ー
プ
花
の
会

を
中
心
に
、
「
皆
が
楽
し
く
集
え
る

花
壇
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
持
続
的
な

緑
化
活
動
に
努
め
、
多
く
の
住
民

に
感
動
を
与
え
る
花
壇
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
化
フ
ェ
ア
開
催
に
当
た
り
、

「
た
つ
だ
の
森
ス
マ
イ
ル
バ
ン
ド
」
の

演
奏
を
提
案
し
、
お
祭
り
広
場
で

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
と
の

共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
過

で
演
奏
機
会
が
少
な
か
っ
た
子
供

達
に
は
、
思
い
出
に
残
る
貴
重
な
経

験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

龍
田
西
校
区
第
１
町
内
自
治
会

会
長

坪
内
森
二

濫
・
水
害
か
ら

年
、
あ
の
熊
本
地
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震
か
ら
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

現
実
に
起
こ
っ
た
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
、
防
災
・
減
災
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
熊
本
市
の
第
四
次
福
祉

計
画
の
基
本
理
念
、
誰
も
が
「
お
た

が
い
さ
ま
」
で
支
え
合
う
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
校
区
と
し

て
の
行
動
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。
地
域
の
福
祉
課
題
等
に
つ
い
て
、

皆
で
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
反

映
し
た
形
で
今
後
の
取
り
組
み
を

計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
は

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

龍
田
西
校
区
防
災
連
絡
会
の
主

催
に
よ
る
防
災
訓
練
を
、
９
月
４

日
（
日
）
に
龍
田
西
小
学
校
で
実

施
し
ま
し
た
。
関
係
団
体
よ
り
総

勢

名
の
参
加
が
あ
り
、
上
下
水

42
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
職
員
の
説
明
に

よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
訓
練
と
貯
水
機
能

付
き
給
水
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
の
設
置
手
順
、
タ

ン
ク
の
操
作
手
順
を
確
認

で
き
た
こ
と
は
、
避
難
所

運
営
に
あ
た
り
、
水
及
び

ト
イ
レ
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
た
め
、
有
意

義
な
訓
練
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
訓
練
の
最
後
に
、

龍
田
西
小
学
校
指
定
避
難

所
運
営
に
あ
た
り
、
関
係

す
る
皆
様
と
団
体
の
方
に
、
役
割

分
担
と
業
務
内
容
の
一
覧
を
配
布

し
意
識
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
ス
ム
ー
ズ
な
避
難

所
運
営
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。 龍田西校区防災訓練

龍
田
西
校
区
防
犯
協
会
と
し
て

初
め
て
の
青
色
回
転
灯
車
両
（
通

称
「
青
パ
ト
」
）
に
よ
る
合
同
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
１
～
４
町
内
の

防
犯
部
員
に
参
加
い
た
だ
い
て
８

月
７
日(

日)

に
実
施
し
ま
し
た
。

校

区

内

合

同

防

犯

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

当
日
は
各
町
内
か
ら
１
台
ず
つ

青
パ
ト
車
が
出
動
し
、
防
犯
部
員

名
が
分
乗
し
て
校
区
内
全
域
を

15午
後
６
時
か
ら
約
１
時
間
、
巡
回

し
ま
し
た
。

普
段
は
各
町
内
別
に
行
う
パ
ト

ロ
ー
ル
で
す
が
、
今
回
の
行
事
で

各
防
犯
部
員
が
所
属
す
る
町
内
以

外
の
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
範
囲
を

知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
校
区
内

全
域
の
防
犯
重
点
地
域
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
同
時
に
幾
分
か
は
地

域
住
民
の
方
々
に
防
犯
部
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

年
末
に
は
各
町
内
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
防
犯

パ
レ
ー
ド
も
企
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
田
西
校
区
防
犯
協
会

会
長

篠
田

洋

発 行 所
龍田西校区
自治協議会
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会　　計 村上小枝子 女性の会
書　　記 上 野 一 憲 第３町内自治会書記

福嶋真理子 第１町内自治会副会長
石 原 峯 道 公民館連絡協議会会長
畑 昭 臣 老人クラブ連合会会長
吉川由紀子 女性の会代表
篠 田 洋 防犯協会会長

芹口いち子
主任児童委員・子育てネット
ワークの会

立 山 明 子 民生委員・児童委員
牛 島 由 香 龍田中学校ＰＴＡ副会長

村 上 弥 生
龍田西小学校ＰＴＡ会長・青少
年健全育成協議会会長兼任

古 閑 辰 三 交通安全協会龍田西支部長
小 野 泰 弘 龍田西校区体育協会会長
豊 永 安 則 公園愛護会会長
穴 見 光 弘 熊本市消防団第25分団長

委　　員

副 会 長

令和４年度龍田西校区自治協議会役員及び委員

監　　事

赤字：新役員・委員

合同防犯パトロールに参加の校区町内防犯部員

車
い
す
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
体
験
の
様
子
。
後
方
の
テ
ン
ト

は
一
般
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

総 数 6,532人
0～14歳 1,130人
15～64歳 3,996人
65～74歳 762人
75歳以上 644人

世 帯 数 2,755世帯
高齢化率 21.5%

熊本市人口統計値
（令和４年４月１日現在）
龍田西校区人口
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ご
寄
付
の
お
礼

●
西
村
建
治
様
（
２
町
内
）

（
故
西
村
昭
枝
様
の
香
典
返
し
と

し
ま
し
て
）
ご
芳
情
に
対
し
ま
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
田
西
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

４
月
か
ら
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら

活
動
を
再
開
し
て
い
ま

す
。熱

中
症
予
防
の
た
め

毎
週
土
曜
日
午
前

時
10

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

龍西元気くらぶ１
・
２
町
内
の
春
の
恒
例
行
事

で
あ
り
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
楽

し
み
の
一
つ
で
あ
る
桜
祭
り
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
令
和
２
年
、
３
年
と

開
催
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
感
染
者
数
の
減
少
が
見

受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
感
染
防

止
策
を
徹
底
し
、
３
月

日
、
陳

27

内
児
童
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
の
着
用

及
び
検
温
、
手
指
の
消
毒
を
行
い
、

舞
台
で
の
演
技
及
び
宴
席
（
会

食
）
を
廃
止
し
、
全
員
の
方
に
気

持
ち
ば
か
り
の
手
土
産
と
三
々
五

々
の
桜
の
花
の
観
賞
を
短
時
間
で

す
が
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
日
、
参
加
者
か
ら
「
久
し
振

り
の
集
会
で
大
変
楽
し
か
っ
た
」

と
の
声
を
い
た
だ
き
主
催
者
一
同

も
感
激
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無

事
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

陳
内
公
民
館
長

石
原
峯
道

桜
を
楽
し
む
会
を
開
催

毎
月
第
２
金
曜
日
午
前

時
か
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ら
龍
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
マ
マ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

家
に
い
る
こ
と
が
増
え
、
赤
ち
ゃ
ん

と
二
人
き
り
の
生
活
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
そ
れ
で
は
ダ
メ
ダ
メ
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

マ
マ
友
を
作
り
、
時
に
は
グ
チ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

な
ど
遊
具
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
は
子

育
て
中
の
マ
マ
の
全
員
の
応
援
団
で

す
。
困
っ
た
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
そ
の
道
の
プ
ロ
に
お
つ
な

ぎ
し
ま
す
。

●
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

主
任
児
童
委
員

芹
口
い
ち
子

☎
０
９
６
・
３
３
７
・
７
０
８
３

「
ひ
よ
こ
マ
マ
」
に
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
!!

７
月

日
、
龍
田
の
森
体
育
館

10

に
お
い
て
今
年
度
第
１
回
防
災
訓

練
を
実
施
。
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
の

山
口
正
臣
会
長
か
ら
防
災
に
関
す

る
講
話
の
あ
と
、
大
災
害
時
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３

町

内

防

災

訓

練

研

修

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
し
て
お
り
ま
し
た
当
宮
の
「
曲

水
の
宴
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
宴
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
予
想
を
超
え
る
来
宴

の
方
々
が
お
出
で
に
な
り
、
無
事

に
斎
行
で
き
ま
し
た
の
も
、
地
元

龍
田
の
皆
様
の
常
日
頃
か
ら
の
お

力
添
え
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
一
日
も
早
い
終
息

を
祈
念
し
、
日
頃
の
生
活
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
曲
水
の

宴
も
本
年
第

回
を
迎
え
、
地
域
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の
文
化
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
と

い
う
思
い
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
で
十
数
カ
所
、
九
州
で
は
太

宰
府
天
満
宮
、
鹿
児
島
の
島
津
家

及
び
代
継
宮
の
３
カ
所
で
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
５
月
４
日

に
御
奉
仕
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
継
宮
禰
宜

漆
島
典
和

代
継
宮
「
曲
水
の
宴
」

６
月
５
日
、
実
施
さ
れ
た
熊
本

市
の
春
の
町
内
一
斉
清
掃
、
事
前

に
、
小
中
学
生
が
利
用
す
る
通
学

路
や
町
内
の
皆
さ
ん
が
よ
く
利
用

し
て
い
る
散
歩
道
を
一
斉
清
掃
の

重
点
場
所
と
し
て
周
知
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
２
町
内
で
は
多

く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
活
動
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
の
活
動

の
他
に
、
３
年
ぶ
り
の
一
斉
清
掃

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
徴
的

な
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
一
人
で
は
対
応

で
き
な
い
成
長
速
度
で
道
路
に
覆

い
被
さ
る
樹
木
や
繁
茂
す
る
雑
草

の
伐
採
・
除
草
作
業
で
し
た
。
電

動
鋸
、
鋸
、
刈
払
機
、
剪
定
バ
サ

ミ
、
鎌
を
持
ち
寄
っ
た
参
加
者
が

『

で

き

る

人

が

で

き

る

こ

と

を
！
』
の
精
神
で
行
っ
て
い
ま
し

７
月

日
（
日
）
開
催
の
吹
奏
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楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
目
標
に
し
て
い
た

金
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

心
を
一
つ
に
演
奏
し
た
子
供
達
は

輝
い
て
い
て
、
そ
の
姿
は
金
賞
そ

の
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
演
奏
だ
け
で
な
く
、
夏

休
み
に
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み
会

も
あ
り
ま
し
た
。
雑
草
の
森
で
ゲ

ー
ム
や
手
作
り
の
お
化
け
屋
敷
で

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
今
は
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
練
習
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
♪

た
。
ま
た
、
こ
の
２
、
３
年
で
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
の
花
壇
作
り

の
効
果
も
あ
り
、
清
掃
面
積
が
減

少
し
た
効
果
以
外
に
も
、
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
が
減
り
ま
し
た
。
地
域

の
花
壇
は
、
地
域
の
環
境
美
化
に

対
す
る
意
識
も
変
え
た
よ
う
で
、

参
加
者
は
花
壇
周
辺
の
除
草
を
義

務
感
で
な
く
、
景
観
を
意
識
し
な

が
ら
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
環

境
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

頑
張
り
ま
し
た

春
の
町
内
一
斉
清
掃
！

４
町
内
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
今
年
も
龍
田

の
夏
祭
り
が
中
止
と
な
る

中
、
「
何
か
子
供
達
の
元

気

が

出

る

こ

と

は

な

い

か
」
「
笑
顔
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
い
う
思

い
で
花
火
大
会
を
計
画
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
雨
も
影
響

な
く
、
無
事
に
花
火
大
会

夏 休 み の 思 い 出 に

た
つ
だ
の
森
ス
マ
イ

ル
バ
ン
ド
銀
賞
受
賞

減
量
美
化
功
労
者
表
彰

令
和
３
年
度
熊
本
市
減
量
美
化

功
労
者
表
彰
を
２
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

◯
松
嶌
令
子
さ
ん
（
２
町
内
）

◯
赤
峯
紀
男
さ
ん
（
３
町
内
）

お
二
人
は
永
年
の
間
、
近
隣
の

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
環
境
美

化
に
努
め
ら
れ
、
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沢
山
の
打
ち
上
げ
花
火
、
吹
き
出

し
花
火
、
最
後
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
の
花
火
と
迫
力
の
あ
る
花
火
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り

の
花
火
を
見
上
げ
る
子
供
達
は
笑

顔
で
一
杯
で
素
敵
な
夏
休
み
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
町
内
子
供
会

広
報
部
編
集
員

１
町
内

梅
本
初
憲

２
町
内

木
原
弥
州
彦

３
町
内

上
野
一
憲

４
町
内

松
永
慎
介

フィナーレのナイアガラ花火（8月20日、龍田西農園）


